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７日（土）、飽海地区駅伝大会が３年ぶりに遊佐中学校周辺の

コースで実施されました。六中からは、右表のメンバーの皆さん

が学校を代表して大会に臨みました。当日は朝から気温が上が

り、選手にとっては厳しいコンディションとなりました。結果は

女子が８位、男子が７位と入賞には届きませんでした。 

しかし、４月２９日に実施した試走のタイムを全員が更新する

頑張りを見せてくれました。コロナ感染拡大防止のために部活動

を停止した期間もあり、それに伴って駅伝の練習時間も計画通り

に確保できなかったり、当初２回計画していた試走も１回しか実

施できなかったりした悪条件の中でしたが、精一杯の走りを見せ

てくれた選手の皆さん、ご苦労様でした。１，２年生もメンバー

に多く入っています。来年以降に期待したいと思います。 

 

 

 

 

 

６月に行われる地区総体の前哨戦となる酒田市体育大会等の各部の 

大会が、ゴールデンウィークから来週末にかけて行われています。 

これまで行われた大会の結果をお知らせします。 

 

【女子】       【男子】 

１区 加藤 稜萊さん③ １区 酒井 佑磨さん③ 

２区 佐々木琵彩さん③ ２区 吉泉  蓮さん② 

３区 樋口 一華さん① ３区 大原 知樹さん② 

４区 菅澤 璃蘭さん② ４区 前田 聖陽さん② 

５区 齋藤 小和さん③ ５区 阿部 大雅さん③ 

サポ 安齊 來夢さん② ６区 髙橋 宏太さん② 

サポ 榎本 羽未さん② サポ 中村 有希さん② 

サポ 奥山 心愛さん② サポ 藤田 春輝さん① 

サポ 齋藤 玲華さん① 

<各教室で任命を受けました> 

<選手の皆さん 鳥海山をバックに> 

６日に行われた壮行式では、グラミー賞を受賞し

たアメリカの歌手ビヨンセの「人生で大切なのは、

何回呼吸をするかではなく、何度息をのむ瞬間に出

会えるか」という言葉を贈り選手を激励しました。 

代表になったからこそ感じることができた「息を

のむ瞬間（ドキドキ感）」が、子どもたちの次の糧に 

なればうれしいなあと思っています。 

〈憲法記念大会〉 

○男子卓球部      団体３位 

○女子ソフトテニス部  個人戦３位：小松彩花さん 

                  小野寺柚稀さんペア 

〈酒田市体育大会〉 

○女子バレーボール部  ３位 

○野球部（兼 地区野球連盟会長杯）３位 

   

 ※５月３，４日には希望ホールで吹奏楽のリーダー研修会も 

行われました。文化部の皆さんも頑張っています。 

  

１０日（水）、６年生の時の

担任の先生をはじめ、小学校

でお世話になった先生方が、

１年生の頑張っている様子

を参観に来られました。５時

間目に英語、社会、国語、音

楽の授業をご覧いただきま

した。小学校の時の先生がい

らっしゃるということで、緊

張気味の生徒、テンションが

上がりいつも以上に張り切

る生徒。１年生らしいなと思

いました。 

力

走 

！ 

（裏へ） 



 

 昨日、学区内の浜田、富士見、泉小学校の先生方をお招きし、

本校を会場に六中学区合同部会が開催されました。 

 酒田市教育委員会の主要施策でもある「小中一貫教育の推

進」に関わって、六中学区としてのねらいや目指す児童生徒像

を確認し、今年度の事業について協議を行いました。会に先立

ち、酒田市教育委員会学校教育課長補佐の齋藤正光先生から

ご助言をいただき、全体会で本校の小山教頭から大枠につい

て説明をし、部会毎に話し合いがもたれました。 

 

事業のねらいは？ 

こんな子どもに… 

組織と 

取り組み 

６つの部会で

具体的な取り

組みを行いま

す。今後、家庭・

地域連携部会

も設置する予

定です。 

〈本事業に期待していること（私見）〉 

○小中学校の教職員同士が顔見知りになり、気軽に子どもについて語り合える関係になって欲し

い。そして小小連携、小中のスムーズな接続の実現につなげたい。 

○それぞれの学校の取り組みの良さに学び、また課題を共有することで、学区の子どもたちにより

良い支援ができるようにしたい。 

○９年間を通して「主体的に生きる力」、「学びに向かう姿勢」を培いたい。そして、「今」子どもた

ちにつけなければならない資質・能力を明確にし、全教員が子どもたちの発達段階に応じた適切

に支援できる担任力を身につける機会としたい。 

○酒田市のスクールコミュニティ構想に資するよう、子どもを中心において学校と家庭・地域が連

携・協働し、みんなで「おらほの子ども」を大切に育てようとする学区の風土を醸成したい。 

「すべては子どものために みんなで育てた子どもたちが地域に貢献できる六中学区に！」 

  

  

<合同部会の様子> 


